








5 広報おおしま 平成19年4月号

●
都
知
事
選
挙

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票　
　
　
　

　

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
は
４
月
７

日
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、町
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
２
）
１
４
４
３
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
選
挙

　

投
票
で
き
る
人

　

昭
和
62
年
４
月
22
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、今
年
１
月
17
日
ま
で
に
町
に
住
民
登

録（
転
入
届
）を
済
ま
せ
、3
ヵ
月
以
上
引
き

続
き
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
は
投
票
で

き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、今
年
１
月
18
日
以
降
に
転

入
届
を
出
し
た
方
は
、今
回
の
選
挙
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

４
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、選
挙
日

に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等

の
用
務
が
あ
る
な
ど
の
事
由
が
見
込
ま
れ

る
人
は
、役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会
で
毎
日

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
各
出
張
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
２
）
１
４
４
３
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

４
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、選
挙
日

に
仕
事
や
病
気
、出
産
等
で
島
外
に
滞
在
が

見
込
ま
れ
る
方
は
「
不
在
者
投
票
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
各
出
張
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
２
）
１
４
４
３
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
16
年
度

の
法
律
改
正
に
よ
り
平
成
29
年
度
ま
で
、

毎
年
度
毎
月
月
額
２
８
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
19
年
度
に
お
い
て
は
、

物
価
や
賃
金
の
伸
び
を
基
準
と
す
る
保

険
料
改
定
率
が
０
．
９
９
７
と
な
っ
た

た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
上
げ
幅

が
40
円
低
い
１
４
，
１
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
港
社
会
保
険
事
務
所
ま
た

は
住
民
課
及
び
各
出
張
所
ま
で
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
（
０
５
７
０
）
０
７ 

１
１
６
５

港
社
会
保
険
事
務
所　

　
　

☎
（
０
３
）
５
４
０
１ 

３
２
１
１

住
民
課　

☎
（
２
）
１
４
６
２

　

平
成
19
年
6
月
1
日
よ
り
旧
代
表

番
号
の
☎
（
２
）
１
４
４
１
が
完
全

廃
止
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
閉
庁
時

（
夜
間
及
び
休
日
等
）
の
連
絡
先

は
総
務
課
☎（
２
）
１
４
４
３
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
各
課
の
電
話
番
号
は
毎
月
表
紙
に
記
載
）

町
役
場
電
話
番
号

に
つ
い
て

投
票
区
別　

有
権
者
数

（
平
成
19
年
3
月
2
日
現
在
定
時
登
録
に
よ
る
）

　投票区名

元 町 第 一
元 町 第 二
岡　　　田
泉　　　津
野 増 第 一
野 増 第 二
差木地第一
差木地第二
波　浮　港
　　　　　　総　合　計

　　使用予定投票所
開発総合センター
北の山公民館
岡田コミュニティーセンター
泉津公民館
旧野増小学校体育館
間伏文化会館
差木地公民館
クダッチ老人福祉館
波浮港老人福祉館

男  　
1,153人
566人
377人
196人
189人
67人
554人
310人
244人
3,656人

計  　

2,347人
1,208人
787人
403人
385人
145人
1,091人
615人
517人
7,498人

女  　
1,194人
642人
410人
207人
196人
78人
537人
305人
273人
3,842人

都
知
事
選
挙

投
票
日

町
長
選
挙

町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日

平
成
19
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
は

1
4
，1
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。
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９７億６１９万円の主な事業度年９１成平 算予初当

９７億６１９万円の主な事業９７億６１９万円の主な事業９７億６１９万円の主な事業
 ３月定例議会で承認をいただいた「平成19年度当初予算」は、次
のような項目にそってまちづくりと住民福祉の充実などのために使
われます。         （金額単位：千円  …新規事業）新

新

新

新

―町の基盤づくり―

―地域環境づくり―

―福祉の充実、健康づくり―

町道の維持管理等
街路灯の管理
町営住宅の管理 

４５２，５９７
３６，９０５
２４９，６９５

町道６路線の整備
準用河川の整備
町営住宅の建設

５８，３２９
１０，１４２
１７，４４０

ごみし尿の収集、処理等
廃タイヤ処理事業
エコ・クリーンセンター
        運営事業
消防団員の活動等
上水道、簡易水道事業

１９，５３０
５６，６１７
９，７２３

１７４，３１０
３９，４７９

合併処理浄化槽設置の助成
循環型ごみ処理事業
安定型最終処分場建設
救急業務、消防対策
泉津分団消防器具置場建設

２４１，１６６
１５，９７１

１０１，９７７
４４，４９１
５０７，１１０

―教育・文化の向上とふるさとづくり―

島っ子ネットワーク推進事業

学力向上推進事業

小中学校コンピュータ

     ネットワーク推進事業

小中学校英語教育推進事業

陸上競技場・野球場の管理

１４，１００

４，１２７

１３２，１１５

２，２６９

２００，０００

奨学資金の貸付事業

小学校基金活用事業

学校給食の実施

地域センターの管理

陸上競技場・野球場取得

２０４

８８０

２５，２３０

５，９４２

２，８０４

障害者の支援・福祉
福祉団体等への助成
老人保健医療事業
介護保険事業
子育て支援事業
ひとり親家庭、
    乳幼児医療費の助成
医療センターの運営
多目的移送事業

２，７７６
１，２６７，２４４

４６，９６２
４３，３０１
６８，７０４
４１４，３９９
１１，１１１
３，３１７

患者輸送事業
国民健康保険事業
高齢者の支援・福祉
健康相談・検診等
児童手当の支給
保育所の運営
黒潮共同作業所の運営
けんこうセンターの運営

１０２，４５８
１１２，９７７
８８７，０００
６７０，１５３
３，０２２

１５，２９１
１００，４６９
３，６２１
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―活力ある産業づくり―

―住民参加、行財政づくり―

正
直
者
が
報
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
!!

―
大
島
町
の
給
食
費
未
納
、現
状
は
―

―
大
島
町
の
給
食
費
未
納
、現
状
は
―

―
大
島
町
の
給
食
費
未
納
、現
状
は
―

農業共済事業

山村離島振興施設整備事業

牛乳処理工場への助成

有害鳥獣捕獲、害虫駆除等

島しょ漁業振興施設整備事業

商工会、観光協会への助成

観光施設の管理

勤労福祉会館展示室の改修

農業振興の助成

農業基盤整備促進事業

自然休養村用地取得

水産物展示販売施設の運営

漁場改良事業補助

観光宣伝、諸行事の実施

勤労福祉会館の管理

温泉施設の管理

４，０００

２０３，５４５

９１，００７

５６，４４０

３，５２２

２５，５２８

２４，１０７

１１１，７４５

４，１３４

８１，２５０

２０，８８０

１７，６５１

２，２０５

５，３１０

７２，１５６

２５，０００

議会の運営

友好都市等の交流

ＩＴ化推進事業

広報の発行等

人材育成事業

情報処理費

９，４８５

２００

３６，１６１

７７，３４５

２，２６５

１４，２１２

今
回
の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
主
な
特
徴

○
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
の
期
間

・
基
本
構
想　

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
ま
で
の
9
年
間

・
前
期
基
本
計
画　

平
成
19
年
度
か
ら
平

成
23
年
度
ま
で
の
5
年
間

○
ま
ち
の
将
来
像

誰
か
ら
も
羨
ま
し
が
ら
れ
る
ま
ち

○
将
来
の
目
標
人
口

　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
目
標
で
あ

る
平
成
27
年
度
の
人
口
は
、
１
0
，

5
0
0
人（
定
住
人
口
9
，5
0
0
人
、交

流
人
口
1
，0
0
0
人
）と
し
ま
す
。

○
施
策
の
大
綱

　

町
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、次

の
5
つ
の
基
本
目
標
（
施
策
の
大
綱
）
を

設
定
し
、町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
自
然
と
と
も
に

　
　

―
町
の
基
盤
づ
く
り
―

２
．
安
全
・
安
心
で
こ
こ
ち
よ
い

　
　

―
地
域
環
境
づ
く
り
―

３
．
ひ
と
に
や
さ
し
い

　
　

―
福
祉
の
充
実
、
健
康
づ
く
り
―

４
．
自
分
ら
し
く

　

―
教
育
・
文
化
の
向
上
と
ふ
る
さ
と
づ
く
り
―

５
．
み
ん
な
で
つ
く
る

　
　

―
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
―

※
な
お
、
基
本
構
想
の
詳
細
は
広
報
５
月

号
に
折
り
込
み
し
配
布
致
し
ま
す
。

・
平
成
17
年
度
、
全
国
で
は
22
億
円
超

の
未
納
が
あ
り
、
払
わ
ぬ
親
の
声
や

考
え
方
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
大
き
な
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

・
大
島
町
で
は
17
年
度
１
２
６
万
円
超

（
18
世
帯
33
名
分
…
全
3
8
7
世
帯

の
内
）
で
し
た
。
（
内
、
25
万
円
超

が
18
年
中
に
納
入
あ
り
）

・
こ
こ
数
年
の
対
応
と
し
て
、
督
促
状

を
出
し
、
電
話
を
か
け
、
直
接
出
向

い
た
り
し
て
い
ま
す
が
反
応
は
今
ひ

と
つ
で
す
。
（
民
間
企
業
と
同
じ
で

は
な
い
が
、
対
応
に
甘
さ
が
、
の
声

も
）

・
先
回
（
２
月
）
の
教
育
委
員
会
で
は

「
苦
労
し
て
納
め
て
い
る
家
庭
も
多

い
中
で
、
そ
の
ま
ま
は
見
過
ご
せ
な

い
」
「
正
直
者
が
馬
鹿
を
み
る
社
会
、

町
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
「
も
う

少
し
、
効
果
的
な
手
法
を
考
え
る
べ

き
だ
」
等
々
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

※
19
年
度
中
に
は
何
ら
か
の
方
策
を
打

ち
出
す
予
定
で
す
が
、
子
ど
も
の
食

事
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
簡
単

に
提
供
を
止
め
る
訳
に
も
い
き
ま
せ

ん
。
当
事
者
の
良
識
に
大
い
に
期
待
、

の
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新

新

新

新

新
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観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　
　
　
　
　

前　

田　
　

 

豪

通
じ
る
レ
ベ
ル
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
、約
１
８
０
万
本
あ
る
と
言
わ
れ
る
大

島
桜
は
、か
つ
て
は
桜
祭
り
を
開
催
さ
れ
て

い
た
も
の
の
あ
ま
り
お
客
さ
ん
が
集
ま
ら

ず
、平
成
13
年
頃
を
最
後
に
取
り
や
め
て
い

ま
す
が
、こ
の
大
島
桜
は
全
国
の
桜
の
少
な

く
と
も
７
、８
割
を
占
め
る
と
さ
れ
る
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
片
親（
も
う
一
方
の
片
親
は
エ

ド
ヒ
ガ
ン
）の
、
大
島
な
ら
で
は
の
固
有
種

な
の
で
す
。今
、
利
用
者
の
〝
目
の
肥
え
〞

は
花
に
関
し
て
も
顕
著
で
、ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
名
所
は
全
国
で
増
え
す
ぎ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、か
つ
て
の
集
客
力
を
失
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
固
有
種
の
花
に
対
す
る
関
心

は
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
の
証
左
が

１
０
０
万
人
以
上
集
め
て
い
る
河
津
桜
ま

つ
り
で
す
。こ
の
ま
つ
り
は
、
昭
和
30
年
頃

河
津
川
沿
い
で
い
ち
早
く
芽
吹
く
桜
を
見

つ
け
た
人
が
庭
先
に
植
え
、そ
れ
が
寒
緋
桜

と
早
咲
き
の
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
自
然
に

交
配
さ
れ
た
新
種
の
桜
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
に
河
津
桜
と
命

名
さ
れ
、10
数
年
経
っ
て
成
木
に
な
っ
た
木

が
町
内
に
大
分
増
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、河
津

町
温
泉
組
合
青
年
部
の
有
志
が
平
成
３
年

（
１
９
９
１
）に
始
め
た
も
の
で
す
。第
１
回

目
の
来
訪
者
数
は
３
千
人
で
し
た
が
、固
有

種
志
向
の
増
加
と
も
相
ま
っ
て
ま
た
た
く

間
に
伊
豆
の
早
春
の
風
物
詩
と
し
て
知
名

度
を
高
め
、
６
年
目
（
平
成
11
年
、

１
９
９
９
）に
し
て
10
万
人
を
達
成
し
、
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。わ
ず
か
15
年
で
零
か
ら

１
０
０
万
人
で
す
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
い
た
観
光
不
況

も
２
０
０
４
年
で
ど
う
や
ら
底
を
打
ち
、戦

後
だ
け
で
も
３
度
目
の
上
昇
期
に
入
っ
た

よ
う
で
す
。今
回
の
波
は
前
回
以
上
の
、
地

域
全
体
の
個
性
・
ら
し
さ
、
そ
し
て
本
物
、

上
質
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。大
島
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
、約
４
千
万
人
が
住
む
首
都
圏
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
の
市
場
は
目
の
肥
え
た
人

が
多
く
、そ
の
点
で
も
大
島
の
固
有
種
の
花

資
源
や
温
泉
、自
然
の
ま
ま
の
黒
い
砂
浜
等

の
観
光
資
源
は
、こ
れ
か
ら
が
〝
出
番
〞
と

考
え
て
い
ま
す
。今
回
の
計
画
に
基
づ
い
て

椿
の
花
数
え
や
和
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
す
野

点
等
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、そ
れ
が
首
都
圏

の
人
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
成
果

が
出
始
め
る
に
は
最
低
で
も
２
、３
年
か
か

る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、
き
っ
か
け
さ
え

掴
め
ば
資
源
の
質
と
量
は
河
津
以
上
で
す

か
ら
、河
津
桜
祭
り
等
か
ら
の
〝
類
例
予
測

法
〞
と
も
い
う
べ
き
考
え
か
ら
、ま
ず
は
減

少
傾
向
を
く
い
止
め
て
増
加
に
転
じ
る
こ

と
、そ
の
次
に
25
万
人
ぐ
ら
い
を
目
標
と
し
、

順
次
計
画
で
提
案
し
て
い
る
オ
オ
シ
マ
ザ

ク
ラ
の
花
数
え（
１
８
０
万
本
が
確
認
さ
れ

れ
ば
当
然
大
島
桜
祭
り
の
復
活
で
す
）や
素

顔
の
磨
き
出
し
・
既
存
観
光
施
設
の
改
善

等
を
継
続
し
て
、か
つ
て
の
ピ
ー
ク
数
を
取

り
戻
し
た
１
０
０
万
人
を
目
標
に
し
た
ら

ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
の
消
費
額
は
、現
在（
平
成
17
年
）

の
78
億
9
千
9
百
万
円
の
約
５
倍
、４
０
０

大
島
再
興
の
目
標
に
つ
い
て

東
京
都
に
よ
る
大
島
町
観
光
産
業
活
性
化
事
業

観
光
の
再
生
を
め
ざ
し
て

No.3

　

今
回
は
大
島
の
観
光
再
興
の
目
標
に
つ

い
て
で
す
。小
生
は
大
島
の
資
源
状
態
や
立

地
条
件
か
ら
、
世
界
の
観
光
都
市
東
京
の

〝
離
れ
〞
と
も
言
う
べ
き
「
世
界
標
準
」
の

上
質
な
リ
ゾ
ー
ト
を
築
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。再
三
述
べ
て
い
る
大
島
の
素

晴
ら
し
い
自
然
環
境
と
歴
史
・
文
化
を
丁

寧
に
活
用
す
れ
ば
、充
分
達
成
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
来
島
者
数
の
目
標
に
関
し
て

は
、
大
島
の
地
域
経
営
の
大
黒
柱
と
し
て
、

他
産
業
と
も
共
存
共
栄
で
、精
神
的
に
も
経

済
的
に
も
ゆ
と
り
が
あ
り
、か
つ
安
心
で
き

る
将
来
を
実
感
で
き
る
来
島
者
数（
経
済
効

果
）
が
目
標
と
な
り
ま
す
。こ
の
目
標
来
島

者
数
の
設
定
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。例
え
ば
、
予
測
に
必
要
な
各
種
統

計
等
が
無
い
と
か
、類
似
例
が
無
い
か
あ
っ

て
も
少
な
く
、理
論
的
に
予
測
し
に
く
い
場

合
に
は
、こ
れ
ぐ
ら
い
の
目
標
に
し
た
い
と

い
う
願
望
的
な
設
定
方
法
が
あ
り
ま
す
。来

島
者
数
が
増
加
し
て
い
る
場
合
に
は
、そ
の

要
因
を
変
数
に
し
て
、そ
れ
が
新
し
く
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
か
を
設
定
し
て
将
来
予
測

を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。そ
の
他
、
新
規

に
整
備
す
る
施
設
の
内
容
や
規
模
、更
に
は

既
存
施
設
の
拡
充
に
よ
る
魅
力
等
を
変
数

と
し
て
、数
量
的
に
予
測
す
る
方
法
な
ど
も

あ
り
ま
す
。大
島
の
場
合
は
、
第
１
回
で
述

べ
た
よ
う
に
、昭
和
初
期
に
観
光
客
が
来
始

め
、
戦
争
中
を
除
い
て
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）
ま
で
右
上
が
り
に
伸
び
続
け

て
８
３
１
，
６
６
６
人
に
達
し
、
以
降
は
バ

ブ
ル
期
を
除
い
て
減
少
を
続
け
、２
０
０
６

年
に
は
ピ
ー
ク
時
の
４
分
の
１
以
下
の

２
０
８
，
６
３
４
人
に
な
る
な
ど
、
約
50
年

に
わ
た
っ
て
増
加
し
、今
度
は
一
転
30
年
以

上
減
少
し
続
け
る
と
い
っ
た
富
士
山
の
よ

う
な
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
ま
す
か
ら
、傾

向
的
に
増
加
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
適

当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
小
生
が
提
案

し
て
い
る
計
画
の
基
本
は
、新
規
の
施
設
整

備
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、ま
ず
既
存
施
設

の
磨
き
出
し
や
大
島
の
素
顔
の
美
し
さ
を

取
り
戻
す
こ
と
に
あ
り
ま
す（
こ
れ
ま
で
の

体
質
を
変
え
、将
来
的
に
は
こ
れ
が
最
適
と

確
信
し
て
い
ま
す
）か
ら
、
新
規
施
設
の
規

模
や
魅
力
等
に
基
づ
い
て
数
量
的
に
予
測

す
る
こ
と
も
適
合
し
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、大
島
の
素
顔
の
魅
力
は
世
界
に
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４
月
の
目
標
は
２
５
，０
０
０
人
で
す
。椿
ま

つ
り
も
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。皆

様
の
御
協
力
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

19年 18年

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成19年2月来島者数実績報告
目標数　50,000人

東 海 汽 船

羽田－大島

八丈－大島

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

目 標 対 比

24,214

1,468

1,261

439

27,382

112.0％

55％

22,278

1,690

272

210

24,450

（単位：人）

億
円
ぐ
ら
い
に
な
る
こ
と
も
け
っ
し
て
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
島
に
と
っ
て
観
光
業

は
地
域
経
営
の
極
め
て
重
要
な
柱
で
あ
り
、

農
林
水
産
畜
産
業
や
商
店
街
振
興
の
牽
引

業
で
も
あ
り
、４
０
０
億
円
の
売
り
上
げ
は

そ
の
役
を
充
分
果
せ
る
数
字
と
言
え
ま
し

ょ
う
。む
ろ
ん
一
方
的
に
牽
引
す
る
の
で
は

な
く
、地
産
地
消
の
徹
底
や
美
し
い
街
並
み

の
創
出
な
ど
と
の
二
人
三
脚
・
三
人
四
脚

に
よ
る
協
働
の
結
果
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

る
数
字
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。先
の
25
万
人
、
１
０
０
万
人
と
い

う
目
標
値
も
、全
島
民
の
協
働
に
よ
っ
て
初

め
て
得
ら
れ
る
成
果
で
す
。観
光
振
興
は
魅

力
的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
延
長
に
あ
る

と
考
え
て
お
り
、島
民
の
全
て
が
誇
り
に
思

え
る
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
こ
と
、島
外
の
人

か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
る
大
島
を
つ
く
る
こ

と
が
本
計
画
の
究
極
の
目
標
な
の
で
す
。

　

離
島
と
い
う
地
域
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

に
よ
り
島
外
で
の
治
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

難
病
患
者
さ
ん
に
対
し
、
受
診
す
る
た
め
の

交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

　

国
及
び
東
京
都
が
指
定
す
る
難
病
医
療
等

助
成
認
定
者
（
東
京
都
知
事
が
発
行
し
て
い

る
医
療
券
所
持
者
等
）
で
、
大
島
町
に
住
所

が
あ
る
者
。

○
該
当
負
担
者
番
号

　

難
病
医
療（
重
症
認
定
、重
症
疾
病
以
外
）

　
　
　
　
　

５
１
１
３
６
０
２
６

　

難
病
医
療
（
重
症
認
定
、
重
症
疾
病
）

　
　
　
　
　

５
１
１
３
６
０
１
８

　

特
殊
医
療

　

（
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
欠
乏
症
等
）

　
　
　
　
　

５
１
１
３
７
０
１
６

　

小
児
慢
性
疾
患
（
国
制
度
）

　
　
　
　
　

５
２
１
３
６
０
１
７

　

小
児
慢
性
疾
患
（
都
制
度
）

　
　
　
　
　

８
２
１
３
１
０
０
４

　

特
殊
医
療

　

（
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
腎
不
全
）

　
　
　
　
　

８
２
１
３
８
０
０
９

※
そ
の
他
、
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
者
は
都

の
医
療
券
が
な
く
て
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
額　
　

年
間　

１
０
，
０
０
０
円

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
東
京
都
が
認
定
交
付
し
た
医
療
券

・
振
込
み
先
及
び
口
座
番
号

（
※
人
工
透
析
の
患
者
さ
ん
は
、
医
療
機
関

の
透
析
受
診
証
明
書
等
で
も
可
）

○
申
請
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

　

け
ん
こ
う
課　

☎
（
２
）
１
４
７
１

﹇
火
山
活
動
評
価
﹈

　

深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張
傾
向
は
昨
年

８
月
頃
か
ら
わ
ず
か
な
収
縮
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
火
山
活
動
に
特
段
の
変
化
は
な
く
、

静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。火
山
活
動
度
レ
ベ

ル
は「
１（
静
穏
な
火
山
活
動
）」で
す
。

﹇
噴
気
な
ど
表
面
現
象
の
状
況
﹈

　

19
日
に
実
施
し
た
三
原
山
の
現
地
調
査
で

は
、
山
頂
火
口
内
と
そ
の
周
辺
の
噴
気
活
動

は
ご
く
弱
い
状
態
で
し
た
。

﹇
火
口
内
の
状
況
﹈　

　

19
日
に
実
施
し
た
地
表
面
温
度
観
測
で

は
、
三
原
山
山
頂
火
口
内
中
央
火
孔
の
最
高

温
度
は
約
27
度
で
、
熱
活
動
の
状
況
に
特
段

の
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
地
震
や
微
動
の
発
生
状
況
﹈

　

火
山
性
地
震
の
発
生
回
数
は
少
な
く
、
静

穏
に
経
過
し
ま
し
た
。火
山
性
微
動
は
観
測

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
地
殻
変
動
﹈

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
光
波
距
離
計
に
よ
る
連
続
観
測

で
は
、
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張
傾
向
は

昨
年
８
月
頃
か
ら
わ
ず
か
な
収
縮
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。島
北
西
部
に
設
置
し
た
体
積
歪

計
に
よ
る
観
測
で
も
昨
年
８
月
頃
か
ら
縮
み

の
変
化
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
大
島
測
候
所
☎（
２
）１
４
９
０
）

伊
豆
大
島
の
火
山
活
動
の
解
説

（
平
成
19
年
2
月
）

難
病
支
援 

特
別
対
策
事
業
補
助
金
申
請
受
付
中

﹇
相
談
内
容
﹈

土
地
・
建
物
の
調
査
・
測
量
、
境
界
問

題
及
び
不
動
産
の
表
示
登
記
の
相
談

﹇
相
談
日
時
﹈

　

４
月
３
日
（
火
）
10
時
か
ら
15
時
ま
で

﹇
相
談
場
所
﹈

　

大
島
町
元
町
字
吉
谷
４
１
１
番
14

　

柴
山
清
和
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

﹇
相
談
担
当
﹈

　

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会　

七
島
支
部

﹇
後
援
﹈
東
京
法
務
局

◎「
表
示
登
記
の
日
」無
料
相
談

◎「
表
示
登
記
の
日
」無
料
相
談
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ど
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町
で
は
、
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
に
よ
る
椿
等

へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、「
ネ
ズ
ミ

捕
り
」
を
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
、

１
名
に
つ
き
３
個
ま
で
無
償
で
貸
出
を

行
い
ま
す
。

ア
．
椿
の
実
を
「
椿
油
」
用
に
栽
培
、

出
荷
し
て
い
る
方
。

イ
．
果
樹
を
栽
培
し
、
果
実
の
被
害
が

著
し
い
方
。

ウ
．ア
、イ
と
も
に
、ご
自
身
で
餌
を
準
備

し
、「
ネ
ズ
ミ
捕
り
」を
仕
掛
け
る
こ
と

が
で
き
、
自
己
の
所
有
地
内
で
焼
却
、

埋
却
の
処
理
が
で
き
る
方
。

※
町
役
場
産
業
課
又
は
各
出
張
所
に
お

い
て
捕
獲
申
請
書
を
提
出
い
た
だ

き
、
許
可
後
に
許
可
書
と
と
も
に

「
ネ
ズ
ミ
捕
り
」
を
貸
出
し
ま
す
。

（
申
請
の
さ
い
に
印
鑑
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

﹇
日
時
﹈
４
月
14
日
（
土
）

﹇
場
所
﹈
東
大
和
市
郷
土
博
物
館
及
び
多

　
　
　
　

摩
湖
（
村
山
貯
水
池
）

﹇
定
員
﹈
30
人

﹇
申
込
締
切
﹈
４
月
８
日
（
日
）
必
着

﹇
日
時
﹈
４
月
28
日
（
土
）

﹇
場
所
﹈
あ
き
る
野
市
横
沢
入
里
山
保
全

　
　
　
　

地
域

﹇
定
員
﹈
50
人

﹇
申
込
締
切
﹈
４
月
15
日
（
日
）
必
着

　

チ
ャ
ド
ク
ガ
は
春
と
秋
に
椿
の
葉
の

裏
側
に
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。
見
つ
け

た
ら
早
め
に
駆
除
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
駆
除
方
法
は
、
焼
却
ま
た
は
薬
剤

散
布
が
有
効
で
す
。

　

町
で
は
、
チ
ャ
ド
ク
ガ
駆
除
の
た
め
、

各
家
庭
に
殺
虫
剤
を
１
袋
、
無
料
に
て

支
給
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
町
役

場
産
業
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
発
行
す

る
引
換
券
を
持
参
し
、
Ｊ
Ａ
東
京
島
し

ょ
伊
豆
大
島
支
店
（
元
町
･
北
の
山
・

差
木
地
）
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
使
用
す
る
前
に
ラ
ベ
ル
の
注

意
書
き
を
よ
く
読
み
、
事
故
の
な
い
よ

う
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

﹇
連
絡
先
﹈

　
　
　

町
役
場
産
業
課　

農
業
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
）
１
４
４
５

タ
イ
ワ
ン
リ
ス
の
駆
除
に
つ
い
て

チ
ャ
ド
ク
ガ
を
駆
除
し
ま
し
ょ
う

●
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信
欄
に
、①
郵
便
番
号

②
住
所
③
電
話
番
号
④
参
加
希
望
者
名

（
学
年
・
性
別
）⑤
保
護
者
名
⑥
代
表
者

の
名
前（
グ
ル
ー
プ
で
参
加
の
場
合
）

●
応
募
先　

〒
１
７
０
‐
８
６
９
１

豊
島
郵
便
局　

私
書
箱
57
号

「
み
ど
り
体
験
交
流
事
業
（
里
の
体
験

○
○
市
）
係
あ
て
↓
○
○
市
に
「
東
大

和
市
」
か
「
あ
き
る
野
市
」
と
記
入

●
問
い
合
わ
せ

　

み
ど
り
体
験
交
流
事
業
事
務
局

　
　

☎
０
３
（
５
９
４
９
）
１
３
５
６

（
土
日
・
祝
日
を
除
い
た
9
‥ 

00
〜
19 

‥ 

00
）

１
．み
ど
り
体
験
交
流
事
業

　
　
　
里
の
体
験　
東
大
和
市

２
．み
ど
り
体
験
交
流
事
業

　
　
　
里
の
体
験　
あ
き
る
野
市

１
．み
ど
り
体
験
交
流
事
業

　
　
　
里
の
体
験　
東
大
和
市

２
．み
ど
り
体
験
交
流
事
業

　
　
　
里
の
体
験　
あ
き
る
野
市

大
島
町
も
参
加
し
、都
内
全
市
町
村
が
共
同
実
施
す
る
自
然
体
験
型
の
１
日
事
業
で
す
。

●
対
象　

都
内
在
住
小
学
４
年
生
〜
中
学
１
年
生　

●
参
加
費
用　

５
０
０
円















22広報おおしま平成19年4月号

新
井　

月
野
ち
ゃ
ん　
　

恒
・
由
記
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
／
26
（
ク
ダ
ッ
チ
）

髙
野　

沙
英
子
ち
ゃ
ん　
　

聰
・
史
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
／
18
（
波
浮
港
）

佐
藤　

優
莉
ち
ゃ
ん　
　

宏
介
・
美
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
／
18
（
波
浮
港
）

成
島　

実
紅
ち
ゃ
ん　
　

功
二
・
知
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
／
19
（
元　

町
）

清
水　

怜
央
く
ん　
　
　

治
・
和
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
／
21
（
波
浮
港
）

2
／
6
〜
3
／
5
ま
で
に

　

届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　

父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
／
日　

住　

所

つ
き
の

さ
え
こ

み　

く

れ　

お

ゆ
う
り

島
公
園
で
は
、
参
加
・
体
験
型
展
示

施
設
（
家
畜
舎
、
小
獣
舎
、
屋
根
つ

き
広
場
（
仮
称
）
）
が
3
月
末
に
完
成
し
、

４
月
27
日
（
金
）
か
ら
の
公
開
に
向
け
て
、

最
後
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
3

つ
の
施
設
は
、
動
物
へ
の
餌
や
り
や
ふ
れ

あ
い
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
来
園
者
が
参

加
・
体
験
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

畜
舎
に
は
、
シ
バ
ヤ
ギ
、
ヒ
ツ
ジ
に

加
え
て
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
親
し
め
る
よ
う
に
、
ミ
ニ
ブ
タ
、

シ
ョ
ウ
ロ
（
小
ロ
バ
）
等
の
小
型
家
畜
を

新
た
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
で

は
、
従
来
ど
お
り
動
物
た
ち
へ
の
餌
や
り

も
ご
自
由
に
楽
し
ん
で
頂
け
ま
す
。

獣
舎
で
は
モ
ル
モ
ッ
ト
、
ウ
サ
ギ
、

ア
ヒ
ル
等
の
ふ
れ
あ
え
る
小
動
物
に

加
え
て
、
新
た
に
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
オ

ス
、
「
琥
太
郎
（
こ
た
ろ
う
）
」
も
仲
間

入
り
し
ま
す
。
「
琥
太
郎
」
は
平
成
17
年

7
月
8
日
生
ま
れ
の
オ
ス
で
、
４
月
に
来

園
す
る
予
定
で
す
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、

新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
練
習
を
し
な
が
ら

の
公
開
と
な
り
ま
す
。

規
展
示
動
物
の
う
ち
、
ま
ず
ミ
ニ
ブ

タ
2
頭
（
雌
雄
各
１
頭
）
が
１
月
30

日
に
来
園
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
う
れ
し
い

こ
と
に
メ
ス
は
す
で
に
妊
娠
し
て
お
り
、

2
月
9
日
に
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
6
頭
を
無

事
に
出
産
し
ま
し
た
。
生
後
2
週
間
も
経

つ
と
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
は
粉
状
の
餌
も
食

べ
始
め
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
き
に
8
頭
の
に
ぎ
や
か
な
大
家
族
と

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
誰
に
も
名
前
が
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。
公
開
後
に
ぜ
ひ
皆
さ
ん

に
名
付
け
親
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

根
つ
き
広
場
（
仮
称
）
で
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
４
月
28
日
〜
30

日
、
5
月
3
日
〜
6
日
の
10:

30
〜
11:

30
、
13:

30
〜
14:

30
）
に
動
物
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
当
園

で
は
、
皆
さ
ん
に
是
非
、
こ
の
広
場
に
ふ

さ
わ
し
い
名
前
を
つ
け
て
頂
き
、
末
永
い

お
つ
き
あ
い
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

物
た
ち
と
広
場
そ
れ
ぞ
れ
の
命
名
応

募
用
紙
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
期

間
中
に
広
場
に
設
置
し
ま
す
。
皆
様
の
お

越
し
を
動
物
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大家小新

屋動

大
島
公
園
だ
よ
り
№
１０３

　

社
会
福
祉
法
人
椿
の
里
に
お
き
ま
し
て
バ

ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は

左
記
の
と
お
り
バ
ザ
ー
物
品
を
収
集
致
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

募
集
致
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

４
月
29
日（
日
）10
時
30
分
〜
13
時
30
分

【
場　

所
】　

大
島
老
人
ホ
ー
ム

【
バ
ザ
ー
物
品
収
集
期
間
】

　

４
月
６
日（
金
）〜
20
日（
金
）

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集
期
間
】

　

４
月
６
日（
金
）〜
26
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
島
老
人
ホ
ー
ム　

木
戸　

　
　

☎（
２
）２
３
６
０

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

持
丸

　
　

☎（
２
）４
８
５
４

　

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
、
石
綿
作
業

主
任
者
の
技
能
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
構
築

物
等
の
解
体
・
改
修
・
改
築
で
は
作
業
主
任

者
の
配
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
講
習
を
受
講
し
て
、
ぜ
ひ
石
綿
作
業
主
任

者
の
資
格
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
（
２
日
間
講
習
）

　
　

１
日
目　

5
月
12
日
（
土
）

        　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　

２
日
目　

５
月
13
日
（
日
）

        　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
　

（
終
了
試
験
１
時
間
含
む
）

﹇
会
場
﹈
北
の
山
公
民
館

﹇
資
格
﹈
満
18
歳
以
上
の
者

　
　
　

（
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

﹇
費
用
﹈
１
万
円

　
（
受
講
料
8
，5
0
0
円
＋
テ
キ
ス
ト
代
）

﹇
申
込
方
法
﹈

・
受
付
日
時

　

４
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

４
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

﹇
受
付
会
場
﹈
北
の
山
公
民
館

﹇
用
意
す
る
も
の
﹈

　

写
真
１
枚
（
た
て
30
㍉
×
横
25
㍉
）

　

受
講
者
本
人
の
印
鑑

　

事
業
所
従
事
者
の
方
は
事
業
所
の
印
鑑

﹇
主
催
﹈
東
京
土
建
港
支
部
大
島
分
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

 　

東
京
土
建
港
支
部
（
担
当
者
・
村
松
）

 　

☎
０
３
（
３
４
５
１
）
６
６
７
３

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習
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2
／
6
〜
3
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

金
城　
早　
さ
ま
（
57
・
ク
ダ
ッ
チ
）
2
／
4

宮
下　

清
美
さ
ま
（
73
・
泉　

津
）
2
／
8

笹
田
歌
一
郎
さ
ま
（
78
・
野　

増
）
2
／
10

根
本
勝
太
郎
さ
ま
（
80
・
岡　

田
）
2
／
14

白
井　

ぎ
ん
さ
ま
（
73
・
元　

町
）
2
／
19

山
中　

昭
男
さ
ま
（
63
・
野　

増
）
2
／
19

明
石　

政
芳
さ
ま
（
78
・
岡　

田
）
2
／
21

尾
形　

友
英
さ
ま
（
92
・
北
の
山
）
2
／
25

矢
島
た
ま
子
さ
ま
（
77
・
元　

町
）
2
／
28

川
島　

里
子
さ
ま
（
68
・
北
の
山
）
2
／
28

松
本
シ
ズ
ヱ
さ
ま
（
76
・
波
浮
港
）
3
／
1

白
井　

き
ち
さ
ま
（
91
・
元　

町
）
3
／
4

﹇
内 
容
﹈
竹
細
工
と
種
ま
き

﹇
日 

時
﹈
4
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

﹇
場 

所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費 

用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主 

催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
募
集
内
容
﹈

○
定
員
（
第
一
学
年
30
名
）
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
四
次
募
集
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、

４
月
下
旬
に
は
募
集
自
体
を
終
了
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。具
体
的
な
日
程
、
検
査
内

容
等
、詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

※
進
路
相
談
・
授
業
見
学
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

大
島
高
等
学
校　

☎（
２
）１
４
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
校
長　

坂
上

　

本
多
保
志　

版
画
教
室

　
　

４
月
８
日
（
日
）
13:

30
〜
16:

00

　
　

４
月
15
日
（
日
）
13:

30
〜
16:

00

　

材
料
費
別
参
加
費　

　
　
　
　
　
　
　

１
回　

2
，5
0
0
円

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

☎
０
９
０
（
７
８
４
６
）
８
２
７
３

　東京都宝くじにおいて、伊豆諸島・小笠原
諸島の島を図柄で紹介する「東京の島シリー
ズ」（全 12 回を予定）が発売されます。

○１枚１００円です。
○売り切れの場合もございますので、お早めにどうぞ。
○宝くじの収益金は、公共事業等に役立てられています。
　http://www.zaimu.metro.tokyo.jp/syukei2/index.html
○宝くじに関するお問い合わせ　
　みずほ銀行宝くじ部　☎０３（３５３５）９０３３

﹇
練
習
日
﹈
4
月
7
日（
土
）・
4
月
21
日（
土
）

﹇
時　

間
﹈
13
時
30
分
〜
15
時

﹇
場　

所
﹈
さ
く
ら
小
学
校　

音
楽
室

﹇
曲　

名
﹈
千
の
風
に
な
っ
て
・
む
こ
う
む
こ
う
他

﹇
連
絡
先
﹈
☎
（
2
）3
5
9
3
（
寺
田
洋
子
）

　
　
　
　
　
　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

大
島
高
校
定
時
制
生
徒
募
集（
第
一
学
年
）

あ
な
た
も
島
の
定
時
制
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

﹇
日　

時
﹈
4
月
8
日
（
日
）

﹇
集
合
場
所
﹈
温
泉
ホ
テ
ル

﹇
順　

路
﹈
樹
海
入
口
↓
鎧
端
樹
海
（
新
）
山
道

　
　
　
　
　

↓
御
神
火
茶
屋
口
↓
温
泉
ホ
テ
ル

﹇
時　

間
﹈

﹇
持　

参
﹈

﹇
条　

件
﹈

問
い
合
わ
せ
、
相
談
、
要
望
等
は
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
O
W
C
伊
豆
大
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
》

（この先の予定）
　5月20（日） コース未定

丸
尾
時
彦
☎
（
４
）
０
４
９
８

田
村
孝
治
☎
（
４
）
１
２
３
４

髙
橋
敏
生
☎
（
４
）
１
２
７
１

清
水
和
子
☎
（
２
）
３
０
２
９

「
東
京
の
島
シ
リ
ー
ズ
」

◎
島
し
ょ
会
館
へ
の
ご
予
約
は

　

☎
0
3（
3
4
3
7
）3
0
6
1

航
空
便
発
着
時
刻
表

4
月
1
日
〜
4
月
30
日

東 京　　大 島　　東 京便名 機　種

841

842
DHC－8

　8：20発①

9：55着

8：55着

9：20発②

八丈島　　大 島　　東 京便名 機　種

850

844
B737－500

11：55発

13：35着

12：35着

13：05発

東 京　　大 島　　八丈島便名 機　種

843

849
B737－500

13：25発

15：05着

14：00着

14：30発

●
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ　

　
　

☎
0
1
2
0（
0
2
9
）2
2
2

●
貨
物
運
航
等
の
問
い
合
わ
せ　

　
　

☎（
2
）2
3
3
7

①② 4/1～3・18～30機種B737、②はこの期間5分遅発




